

８月２５日（木）掲載

【ボランティア活動の主な内容】
○側溝などの泥だし（家屋の泥だしはほとんど終了しています。）
○河川の清掃等
・イトヨプロジェクト（大槌町の天然記念物に指定されているイトヨが棲み良い河川環境に戻せるよう、川底に堆積したヘドロやゴミ・がれき拾い等の河川清掃を行います。）
・菜の花プロジェクト（大槌川を菜の花で埋め尽くすために、河川の清掃、花畑づくりを行います。）
【ボランティア活動の皆様へ】
・災害ボランティアセンターのサテライトを、パーラールート４５（ローソン大槌バイパス店そば）に移転しました。
・５人以上の団体で事前にお申し込み下さい。
・詳細は、大槌町災害ボランティアセンターにお問い合せ下さい。
　電話：０８０－３５１８－８４９０
・活動にあたっては、あらかじめボランティア保険にご加入下さい（出発地の市町村社会福祉協議会で加入をお願いします）。
・熱中症には十分注意し、ご自分の体調に合わせて無理のない活動をお願いします。
・粉塵の飛散に備えて「防塵マスク」を着用してください。
・余震が続いています。活動にあたっては、あらかじめ避難経路の確認をお願いします。
７月２０日（水）掲載

	【ボランティア活動の内容】
・家屋の泥出し・瓦礫の撤去などの要請は少なくなってきています。
・現在、活動の中心は道路側溝の清掃、河川及び河川敷の清掃、海岸の清掃、炊き出しなどとなっています。
【ボランティア活動の皆様へ】
・５人以上の団体で、事前にお申し込みください。
・詳細は、大槌町災害ボランティアセンターにお問い合せください。
　　電話：０８０－３５１８－８４９０
・８月１３日～１５日の３日間は、ボランティア活動をお願いする人数を２００人までとさせていただ　

く予定です。
・個人で活動を希望される場合は、大槌川の清掃ボランティア活動のためのボランティアバスが盛岡駅から運行される予定です。詳細は、岩手県災害ボランティアセンターのＨＰをご覧ください。
　http://www.iwate-shakyo.or.jp/cgi/news.cgi?f1=1309844324&f2=iv01
・活動にあたっては、あらかじめボランティア活動保険にご加入ください（出発地の市町村社会福祉協議会で加入をお願いします）。
・気温が高い日が続いています。熱中症には十分ご注意ください。また、ご自分の体調に合わせて、無理のない活動をお願いします。
・粉塵の飛散に備えて「防塵マスク」着用してください。

・余震が続いています。活動にあたってはあらかじめ避難経路の確認をお願いします。


７月１４日（木）掲載

	【被災地の状況】
・家屋の瓦礫等の撤去は進んで来ていますが、ニーズの調査が済んでいない地区が残っており、今後も活動要請が続くと思われます。

・仮設住居への入居が進んでいます。
【ボランティア活動の内容】
・道路側溝・河川・海岸の清掃、家屋の泥だし・清掃、炊き出しなど。
【ボランティア活動希望の皆様へ】
・５人以上の団体で、事前にお申し込みください。
・詳細は、大槌町災害ボランティアセンターにお問い合せください。
電話：０８０－３５１８－８４９０
・個人で活動を希望される場合は、次のとおり盛岡駅からボランティアバスが運行される予定です。詳細は岩手県社協のＨＰをご覧ください。
http://www.iwate-shakyo.or.jp/cgi/news.cgi?f1=1309844324&f2=iv01
・活動にあたっては、あらかじめボランティア活動保険にご加入ください（出発地の社会福祉協議会で加入をお願いします）。
・梅雨が明けて気温が高い日が続いています。熱中症には十分ご注意ください。また、疲れ等から注意力が落ちて怪我の多発が心配されます。ご自分の体調に合わせて、無理のない活動をお願いします。
・粉塵の飛散に備えて「防塵マスク」を着用してください。
・余震に注意し、活動にあたってはあらかじめ避難経路の確認をお願いします。


６月２９日（水）掲載
【被災地の状況】
・海岸沿いを除いて、復旧が進んでいる地区もありますが、まだまだ活動要請が多い状況にあります
・大槌町内では、コンビニのほか仮設店舗によるガソリンスタンドが営業を始めるなど、近隣の釜石市等を含めるとほとんどの物資が手にはいるようになりました。
・仮設住宅への入居が始まっています。
【ボランティア活動の内容】
・桜木町（小鎚地区含む）、沢山、吉里吉里の３地区が中心です。
· 主に家屋内外の片付け、瓦礫や泥などの撤去、側溝の泥だし、炊き出し等となっています。
【ボランティア活動希望の皆様へ】
・５人以上の団体で、事前にお申し込みください。
・詳細は、大槌町災害ボランティアセンターにお問い合せください。
電話：０８０－３５１８－８４９０
・個人で活動を希望される場合は、次のとおり盛岡駅からボランティアバスが運行される予定です。
ただし、事前の予約が必要です。詳細は盛岡市災害ボランティアセンターのＨＰをご覧ください。
運行予定日：７月２日（土）及び３日（日）
ＵＲＬ：http://www.morioka-shakyo.or.jp/saigaivorantia.html
・活動にあたっては、あらかじめボランティア活動保険にご加入ください（出発地の社会福祉協議会で加入をお願いします）。
・雨の多い季節です。天候によっては活動が中止になる場合があります。
・これからは、気温が高い季節となり、熱中症が心配されます。また、疲れ等から注意力が落ちて怪我の多発が心配されます。ご自分の体調に合わせて無理のない活動をお願いします。
・粉塵の飛散に備え「防塵マスク」を着用してください。
【その他】
・大槌町では支援物資の提供を求めています。詳細は下記のＵＲＬをご覧ください。
　http://otsuchi.web.fc2.com/sub10.html
６月６日（月）掲載

【被災地の状況】
・瓦礫の整理はかなり進んできていますが、海沿いの地区によってはまだまだこれからという地区もあります。
【ボランティア活動の内容】
・桜木（小鎚地区含む）、沢山、吉里吉里の３地区が中心です。
・活動内容は、主に家屋の泥出し、清掃、側溝の泥出し、炊き出し等となっています。
【ボランティア活動希望の皆様へ】
・活動希望の場合は、５人以上の団体で、事前の申込が必要です。
・大槌町災害ボランティアセンターにお問い合せください。
電話：０８０－３５１８－８４９０
・個人で活動を希望される場合は、次のとおり盛岡駅からボランティアバスが運行される予定ですので、ご利用ください。ただし、事前予約が必要です。詳細は岩手県社会福祉協議会のＨＰをご覧ください。
運行予定日：６月１１日（土）～１３日（月）
６月１８日（土）～２０日（月）
ＵＲＬ：http://www.iwate-shakyo.or.jp/cgi/news.cgi
・活動にあたっては、あらかじめボランティア活動保険にご加入ください（出発地の社会福祉協議会で加入をお願いします。）。
・雨の多い季節です。天候によっては活動が中止になる場合があります。
・粉じんの飛散に備え「防じんマスク」を着用してください。
【その他】
・大槌町では支援物資の提供を求めています。詳細は下記のＵＲＬをご覧ください。
ＵＲＬ：http://otsuchi.web.fc2.com/sub10.html
５月２６日（木）掲載
【被災地の状況】
・瓦礫の撤去は進んできていますが、まだまだ手つかずの被災現場も多く、被災者からの活動要請は多い状況です。
・大槌町内では、コンビニが営業を再開しているほか、スーパーやドラッグストアーなども仮設店舗で営業を再開しています（営業日が限られている場合あり）。
【ボランティア活動の内容】
・桜木町、沢山、吉里吉里の３地区が中心です。
・活動内容は、主に家屋内外の泥・土砂出し、清掃等となっています。
【ボランティア活動希望の皆様へ】
・５人以上の団体で、事前申込が必要です。大槌町災害ボランティアセンターへお問い合せください。
　電話　０８０－３５１８－８４９０
・盛岡駅からボランティアバスが運行されています。詳細は岩手県社協のＨＰをご覧ください。
　URL：http://www.iwate-shakyo.or.jp/cgi/news.cgi?f1=1306198847&f2=iv01
・ボランティア活動中の怪我（瓦礫やガラスによる事故等）が後を絶ちません。十分注意して活動して
　ください。
・活動に当たっては、あらかじめボランティア活動保険に加入してください（出発地の市町村社会福祉協議会で加入をお願いします。）
・粉じんの飛散に備え必ず「防じんマスク」を着用してください。
【その他】
・大槌町では支援物資の提供を求めています。詳しくは下記のURLをご覧ください。
URL：http://otsuchi.web.fc2.com/sub10.html
５月１８日（水）掲載

	【ボランティア活動】
・床下の泥だし、清掃など引き続き活動者の受付をしています
・ゴールデンウィーク以降も毎日約３００名のボランティアが活動しています
【住民からのニーズ】
・住民から毎日１０件前後の依頼がありますが、床上げ等の支援から窓ふき等のニーズが増えています
・サテライトを新設した吉里吉里地区では、職員が被災者宅を訪問し、ニーズ調査をしています
【ボランティア活動希望の皆様へ】
・瓦礫やガラスによる事故が報告されています
・活動に参加する前に、ボランティア活動保険に必ず加入してください
・５名以上の団体で活動受付をしていますので、活動希望者は大槌町災害ボランティアセンターへお問い合わせください。
電話：０８０－３５１８－８４９０


５月６日（金）掲載

	【現在募集しているボランティア活動内容】
①住宅の泥だし、清掃、家具等の運び出しなど
　桜木町、大ヶ口、沢山、吉里吉里の４地区が中心です。
②炊き出し
③生活支援
【大槌町の状況】
①大槌町内のコンビニが営業を再開しました。
②連休中は連日４００名以上のボランティアが活動しています。
③大槌町内４カ所目のサテライトが吉里吉里地区に設置されました。

· 大槌町社協災害ボランティアセンター　http://kaigo.nsyakyo.or.jp/ootsuchi/
【ボランティア活動希望の皆さまへ】
①５月９日（月）及び１０日（火）は、岩手県沿岸部地域の災害ボランティアセンター（大槌町災害ボランティアセンター含む）の体制検討期間となっており、以下の活動が休止されます。詳しくは岩手県社協のＨＰでご確認ください。
· 一部休止する活動
　　　ボランティアのマッチング
　　　ボランティアニーズの受付
　　　ボランティアバスの運行（岩手県社協が盛岡駅から大槌町等へ運行しています。）
＊岩手県社協ＨＰ　http://www.iwate-shakyo.or.jp/
②大槌町災害ボランティアセンターでは、現在５名以上の団体でのボランティア活動を受付しています。
③現地でのボランティア活動を希望される方は、ＨＰ等で事前に情報を入手し、活動の計画を整理した上で大槌町災害ボランティアセンターへ事前にお問い合せください。
TEL　０８０－３５１８－８４９０
④ボランティア活動中の怪我（釘の踏み抜き等）が相次いでいます。十分注意して活動してください。また、活動にあたっては、必ずボランティア活動保険への加入をお願いします（あらかじめ出発地の市町村社会福祉協議会で加入をお願いします。）。　


５月２日（月）掲載

	【現在募集しているボランティア活動内容】
①住宅床下の泥だし、清掃　→桜木・大ヶ口・沢山の３地区が中心です
②炊出し
③散髪などの生活支援
【大槌町の様子】
・道路は依然として段差が多く、走行に注意が必要ですが、瓦礫等の撤去が本格化し、まちの景色が少しずつ変わってきました
・４月２５日には、町役場が中央公民館から大槌小学校校庭（プレハブ）に移動しました
・全国からのボランティア活動者も連日３００名を超えています
· 大槌町社協災害ボランティアセンター　http://kaigo.nsyakyo.or.jp/ootsuchi/
【ボランティア活動希望の皆様へ】
・大槌町では依然として住民の方から、泥出しや瓦礫撤去等の依頼があります
・現在、５名以上の団体でボランティア受付をしています
・現地でのボランティア活動を希望される方は、必ず大槌町災害ボランティアセンター（０８０－３５１８－８４９０）へ事前にお問い合わせください
・瓦礫等によるけがの報告が相次いでいます
・活動中の事故にはくれぐれもお気をつけいただくとともに、ボランティア活動保険への加入を必ずお願いいたします


４月１８日（月）掲載
	①行政も社協も核となる人が亡くなったり、行方不明の方も多く、なかなか機能回復が難しい現状にあるが、スタッフの方々にも少しずつ笑みが戻ってきている。
②隣接する釜石市や遠野市でほとんどの物が購入できるようになってきている（量は十分ではない）。ガソリンはまだまだ十分ではないので注意する必要がある。
③携帯電話は使用できるが、国際電話のように半テンポ遅れることがあるので、うまく話しが伝わらない場合がある。また、日によっては繋がらない場合がある。
④災害ボランティアセンターには、被災者からのニーズの電話、ボランティア希望者や行政からの電話が鳴り止まない。ボランティア希望者は、情報を可能な限りＨＰ等で入手することによって、ボランティアセンターへの電話での問い合わせの回数や時間を減らす必要がある。
⑤瓦礫の撤去先が決まらず、片づけたゴミや瓦礫の回収、撤去が進んでいないため、小魚やゴミの腐敗等による異臭があるほか、強風によって舞い上がった埃が強烈な場合があり、マスクは必須。人によっては（コンタクトレンズ装着者）ゴーグルが必要な場合がある。
⑥瓦礫が道路の両側に積み上げられている等により道路が狭くなっているため、大規模な団体ボランティアは、移動に困難が伴う場合がある。
⑦ボランティア活動は、家財や瓦礫の運び出し、床下や庭からの泥出しが主。
⑧被災者が、運び出す家財等の選別に時間がかかっても、じっと待ってくださるボランティア、黙々と作業をしてくださるボランティアには、本当に頭が下がりました。
　岩手県大槌町の災害ボランティアセンターが移転（４月１２日）
　＊大槌町上町１－１　（中央公民館下）


４月８日（金）掲載

	【ボランティア活動について】
・活動人数は約１５０人。
・活動内容は、被災家屋の泥出し、瓦礫や家財の片づけ　に限定している。
・資機材については、スコップ、デッキブラシ等の持参　が望ましいが、持参できない場合でも、ある程度の資　機材があるため活動は可能。
【燃料について】
・町内で１カ所ガソリンスタンドが営業しているが、給　油制限、給油待ちの時間が長い、必ずしも給油できるとは限らないという状況であり、町内へ入るまでに給油を済ませる必要あり。ただし、遠野市等においても　給油が満足にできるとは限らないので、注意を要する。
【大槌町内の交通機関】
・公共交通機関が全く回復しておらず、また、ボランティアセンターでは車の準備ができないため、ボランティア活動を行う場合は、現場まで自らの車で行く必要がある。
【その他】
・食料や燃料事情が回復していないため、食料は必ず持　参するなど全てを活動者が準備の上現地へ入ることが　望ましい。
・余震に注意する必要がある。
・砂埃、異臭等に対応するマスクが必須。


４月１日（金）掲載

	「東日本大震災」被災地支援のため岩手県大槌町で三重県及び名古屋市社協とともに活動にあたっていた本会職員（第１クール）が、活動を終え帰着しました。現地の状況等は以下のとおりです。
〈現地の状況〉
・避難所は把握できているだけでも５３カ所。
・大槌町内ではガソリンの入手はできない。
・主要道路は通行可能であるが、がれき等で狭く注意が必要。
・宿泊場所は町内に皆無。
〈その他〉
・３月２９日中央公民館に災害ボランティアセンターが立ち上がりました。現在のところ団体のみ対象に受付。事前連絡が必要です。詳細は岩手県社協HPをご覧下さい。
岩手県社協HP　http://www.iwate-shakyo.or.jp/
・引き続き本会と市町村社会福祉協議会職員を大槌町へ派遣しています。


３月２３日（水）掲載

	本会は、今月11日に発生した「東日本大震災」支援の第1クールとして職員2名を派遣しました。

これは、全国社会福祉協議会からの要請で、本県等東海北陸ブロックが岩手県の支援にあたることから派遣をするものです。
１　派遣先
岩手県大槌町（支援：岐阜県社協、三重県社協、名古屋市社協　応援：秋田県社協）
２　派遣職員
岐阜県社協職員　2名
３　第1クール派遣予定
3月23日（水）から30日（水）　＊23日　13時30分　岐阜県福祉農業会館出発
４　業務内容
（１）生活福祉資金の貸付け
（２）災害ボランティアセンターの運営
５　その他
・今後について、岐阜県は3名体制（県社協及び市町村社協職員で編成）で支援にあたる
・支援期間は当面1ヶ月


